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ヒューマン
エラー

その他

80%

海難事故の原因：

ヒューマン
エラー低減策

To raise the competence of 
crew through education & 
training,  IMPORTANT

教育、訓練
（国際安全
管理コード）

設計的配慮
人間工学的設計

(IMO)
(http://www.imo.or
g/About/mainfram
e.asp?topic_id=11
0&doc_id=345)

背 景
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操 作 性

位置づけと用途:この指針は、設計者に使用者の人間
工学的要素を考慮するツールとして、また、船主が船
の詳細仕様を決める際の参考となると期待される。

内容: 事例集と関連人間工学的設計標準

発行時期： できるだけ早い時期に発行予定

認 知

作業環境

指針構成

事故・事例 人間工学的

設計標準
＋

ヒューマンエラー防止指針
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１ 目的と用途

２ 事 例

３ 規格に見る人間工学的設計標準

指針目次
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概要：バルカーのホールドバラスト排出
時に換気用フラップの開放を忘れた。

Cargo hold 
ventilation flap

警告ラベル： 潜在的危険の
重大性に応じて、適切な危険、
警告または注意ラベルを設ける。

人間工学設計標準

指示ラベル： 運転または保
守に必要な場合
作業順に箇条書きで記載する。

認知関連事例 １

バラスト操作コンソールに
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Australian Transport Safety Bureau

概要：ファンネル内で作業中に、1人の乗
組員が安全弁から放出された蒸気で大や
けどを負った。

Steam

人間工学的設計標準

危険ラベルの構成：

１．シグナルワード

２．危険の簡単な記述
（高温蒸気）

３．危険の回避方法
（ボイラ停止確認）

４．危険回避の指示が守られな
い場合の結果
（やけど）

注：ボイラ安全弁の排気口をファ
ンネルの外へ。

認知関連事例 ２
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識別ラベル： 乗組員が機器

を識別、手順を遵守または危険

を回避するために必要な場合は

必ず識別ラベルを設ける。

このケースでは、排気用か吸気

用か容易に識別できるように打

刻などの措置が有効と考えられ

る。

人間工学設計標準概要：発電機関の 整備時に排気弁側に
誤って吸気弁を挿入し、吸気弁のシート
部が欠損。

日本郵船株式会社安全環境グループ
舶用機関事故事例研究

認知関連事例 ３
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重要な制御器の誤操作防止：

このケースでは、

適切な場所や方向に操作レ

バーを配置する。

 インターロック等

 フタのような物理的なバリア

を設ける。

人間工学的設計標準概要：消火装置を点検していたところ、
上着の袖が操作レバーと接触し、弁が
部分開放の状態となり、あわや大事故

Marine Accident Investigation Branch of UK

操作性関連事例 １
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重要な制御器の誤操作防止：

エレベーターの非常停止ボタンは

停止を行った操作者のみが停
止解除操作できる。

人間工学的設計標準

Elevator 
shaft 
ladder

Elevator 
car

概要：修理中のエレベータを誰かが
動かしたため、死亡事故となった。

Australian Transport Safety Bureau

操作性関連事例 ２
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人間工学的設計標準

突起を設けるなどして形状

に違いを付けて

部品の新換えや再取り付

けの際に

取り間違いや向きの間違

いが起きないような設計に

すべきである

概要：発電用ディーゼル機関のクラ
ンクピン軸受の下側シェルが上側に、
上側シェルが下側に取り付けられた
ことによって足出し事故に至った。

Marine Accident Investigation Branch of UK

操作性関連事例 ３
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操作時の踏み台： 配管、手す
り、機器装置または本来踏み台
としないその他の物体に立つこ
となく弁の操作や保守ができる。

人間工学的設計標準

Standing surface

150 to 
1200 mm

230 to 
1750 mm

1600 to
1830 mm

操作性の悪い弁の設置場所、方向

Royal Institute of 
Naval Architects

操作性関連事例 ４
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床や通路： 濡れた状態でも一
定以上の摩擦係数が確保でき
るように滑り防止加工。

階段踏み板： 滑り止め処理。
湿った状態で一定以上の摩擦
係数を確保する。

このケースから見ると特に階段
の降り切ったところが重要。

人間工学的設計標準

Marine Accident Investigation Branch of UK

概要：上甲板にある階段を降り切ったとこ
ろ、雨で濡れた甲板で足を滑らせ転倒

操作性関連事例 ５
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本日は

1. 必要な情報を簡潔、明瞭かつ見落としのないように掲示

2. 重要な制御器の誤作動を防止

3. 弁の操作や保守のための利便性を最大限に確保

4. 床や階段の滑り防止措置を徹底

5. 手で持上げ又は持運び重量を制限

6. 快適な作業環境を確保

操作者の特性や操作手順を考慮した設計的配慮が船内に
おけるヒューマンエラーを減少させることができる。

まとめ
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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